






要約:川崎病におけるガンマグロブリン静注療法(IVGG 療法)の好中球機能および CRP に対

する効果に検討した。投与後 1 週目における好中球数は GG400 群では ASA 群、GG100 群あ

るいは GG200 群よりも有意に減少した。一方、IVGG療法を施行したにも拘らず冠動脈病変

を形成した例では好中球数増加およびCRP の陽性が持続しており ASA 群との間に有意差は

なかった。 


